
令和 6 年３月定 例 会に傍 聴に行こう！

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ
北谷町議会事務局 ☎（０９８）９３６-３３８２　FAX（０９８）９３６-９７１２
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令和６年３月４日（月）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び
補聴装置を御利用になれます。 インターネットで町議会を知ろう！

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。
手話通訳は、傍聴予定日の
７日前までに議会事務局へ
お申し込みください。
補聴装置は、傍聴受付の際
にお申し出ください。議場は
役場の４階です！

令和６年２月２日
第541回臨時会にて、議員と執行部が中日ドラゴンズの青色のチームウエアを着用して
出席しました。議会も一丸となって応援しています。
中日ドラゴンズは２月１日から町内のAgreスタジアムをメインに春季キャンプをスタート
しています。

検索北谷町議会
●

●

　
議
会
終
了
後
、委
員

会
を
開
き
、
広
報
誌
の

構
成
決
め
と
担
当
割
り

振
り
に
よ
っ
て
編
集
作

業
が
ス
タ
ー
ト
。原
稿

作
成
と
数
回
の
校
正
を

経
て
、「
議
会
だ
よ
り
」が
出
来

上
が
り
ま
す
。

　
広
報
委
員
を
担
う
こ
と
で
議

会
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
、学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
編
集
作
業
を
通
し
て
委

員
同
士
知
恵
を
出
し
合
い
、様
々

な
意
見
交
換
か
ら
刺
激
を
受
け

ま
す
。

　
議
会
広
報
の
大
切
さ
か
ら
、

議
員
活
動
・
議
会
活
動
の
掲
載

を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、町
民
の

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、も
っ
と

町
民
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る

方
法
を
議
会
全
体
で
話
し
合
い
、

今
後
に
活
か
せ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

仲地泰夫議長／中日ドラゴンズ
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歓迎 中日ドラゴンズ！
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ラゴンズ！町を挙げて応援し

ましょう！
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補
正
予
算

条
例
の
改
正
・
指
定
管
理
者
の
指
定
・
財
産
の
取
得

原
案

可
決

令和５年度北谷町一般会計補正予算

指定管理者の指定指定管理者の指定

財 産 の 取 得財 産 の 取 得

（第４号）11月13日
主 な 歳 出

歳入歳出予算総額 213億1,974万１千円

提案された補正予算額 54万９千円増
（第５号）11月27日

主 な 歳 出
歳入歳出予算総額 213億6,703万円

※人事院勧告に基づく人件費の補正。また、条例の一部改正もあった。（条例改正はp3へ）

提案された補正予算額 4,783万８千円増
（第６号）12月12日

主 な 歳 入・歳 出
歳入歳出予算総額 213億5,688万3千円

提案された補正予算額
●民生費県補助金
●基金繰入金

●障害者福祉費

●児童措置費
●道路橋梁総務費

●学校給食費

【歳入の主な内容】

【歳出の主な内容】

………………………………
……………………………………

…………………………………

……………………………………
………………………………

……………………………………

1,292万9千円減
3億9,557万4千円減

5,061万5千円増

3,342万円減
1億1,957万7千円増

5億170万2千円減

1,014万７千円減

（第４号）（第５号）
（第６号）（第７号）

（主に障害児通所支援給付費の実績見込み）

（主に安良波線美浜橋改修工事実施等に伴う橋梁長寿命化対策事業の新規計上）

（事業進捗による年度割合の見直しに伴う学校給食センター整備事業（建設）の減による）

（第７号）12月21日
主 な 歳 入・歳 出

歳入歳出予算総額 216億8,301万１千円

提案された補正予算額3億2,612万8千円増
●物価高騰関連国庫補助金

●社会福祉総務費

●上水道費

【歳入の主な内容】

【歳出の主な内容】

……………………

………………………………

………………………………………

3億2,612万8千円増

2億6,825万円増

8,918万円増
（物価高騰対応重点支援給付金支給事業の新規計上）

（物価高騰の影響を受けている住民や事業者の支援を目的に水道料金のうち基本料金を免除するため）

令和5年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

令和5年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

歳入歳出
予算総額 40億1,335万2千円
補正予算額 102万2千円増

補正予算額

【歳入の主な内容】
●国民健康保険税　　　　　　1,211万6千円増
（主に課税対象となる所得が増したこと）
●県補助金　　　　　　　　　9,238万2千円増
（主に保険給付費支出見込額の増に伴う交付金の歳入見込み）

【歳出の主な内容】
●療養諸費　　　　　　　8,293万5千円増
●高額療養費　　　　　　1,356万9千円増

1億267万7千円増 歳入歳出予算総額 41億1,602万9千円

令和5年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

※人事院勧告に基づく人件費の補正。※人事院勧告に基づく人件費の補正。

歳入歳出
予算総額 4億3,524万4千円
補正予算額 49万7千円増原

案
可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

0：23：39から
スタート

0：30：00から
スタート

2：26：28から
スタート

2：06：24から
スタート

発議者は 条例の

議　員　・　委員会

町　長　・　住　民

制　定　・　改　正

廃　止

条 例 の 改 正
北谷町議会議員の議員報酬、費用弁償及
び期末手当に関する条例の一部を改正
する条例について

主な内容

発案者は 条例の

議　員　・　委員会

町　長　・　住　民

制　定　・　改　正

廃　止

北谷町職員の給与に関する条例及び北谷町長等
の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例について

原
案

可
決

人事院勧告に基づき、職員の給与に関す
る条例を改正する必要がある。また、町
長、副町長及び教育長の期末手当の支
給月数の改定を行うもの

主な内容 人事院勧告などを参考に、現行の期末
手当の支給割合を年間0.1月分引き上
げるもの。

指定管理者：
指定の期間：
指定管理料：

一般社団法人　北谷地域振興センター
令和６年４月１日～令和９年３月３１日
各年度（令和６年度～令和８年度）
２，２８０万１千円

美浜駐車場

取得予定価格：
商　号：

２，０２６万２千円
９２１３　代表者　外間達也

北谷町文化発信拠点用備品（博物館）

指定管理者：
指定の期間：
指定管理料：

社会福祉法人　残波かりゆし会
令和６年４月１日～令和９年３月３１日
各年度（令和６年度～令和８年度）
２，５６６万５千円

北谷町障がい者地域活動支援センターたんぽぽ

指定管理者：
指定の期間：
指定管理料：

タイムズ共同企業体
令和６年４月１日～令和１１年３月３１日
町の負担なし
※利用料金収入をもって、管理運営の費用に充てる。
※収入の約７０％を指定管理者から町に収める

北谷フィッシャリーナ駐車場

可
決

可
決

可
決

可
決

N

賛成多数で

賛成○ 15名
反対×  １名

原
案

可
決
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抗
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●米軍嘉手納基地所属米空軍兵による自動
車運転処罰法違反（過失運転致傷）及び道
路交通法違反事件に対する意見書提出
●米空軍嘉手納基地への無人機偵察（MQ-
９）の配備に対する意見書提出

●米軍横田基地所属垂直離着陸輸送機
CV-22オスプレイの墜落事故に対する意見
書提出

米軍横田基地所属垂直離着陸輸送機CV-22オ
スプレイの墜落事故に対する抗議決議・意見書
米軍横田基地所属垂直離着陸輸送機CV-22オ
スプレイの墜落事故に対する抗議決議・意見書

米軍嘉手納基地所属米空
軍兵による自動車運転処
罰法違反（過失運転致傷）
及び道路交通法違反事件
に対する
抗議決議・意見書

米軍嘉手納基地に暫定
配備されているF‒35ス
テルス戦闘機からの部
品落下事故に対する
抗議決議・意見書

米軍嘉手納基地内での
パラシュート降下訓練に
対する
抗議決議・意見書

抗議決議＆意見書抗議決議＆意見書

全会一致で可決!!全会一致で可決!!

原
案

可
決

米空軍嘉手納基地への無人偵察機（MQ-９）
の配備に対する抗議決議・意見書
米空軍嘉手納基地への無人偵察機（MQ-９）
の配備に対する抗議決議・意見書

12月６日 外務省沖縄事務所へ要請
12月８日 沖縄防衛局へ要請

12月14日 沖縄防衛局へ要請

【賛成討論】 【反対討論】

高安克成 議員
　鹿屋と嘉手納で対応が違うのは許されない。
今後、墜落やミサイルが搭載されれば危険
な状態になる。嘉手納基地配備に中止を求
めることが望ましかったのではないか。

又吉朋和 議員
　無人偵察機（ＭＱ‒９）は、情報収集など
の多目的で運用される無人機だと聞いている。
嘉手納基地の機能強化や嘉手納基地周辺住
民の負担にはならない。

ほかに、宮里廣 議員

賛成多数で

賛成○ 16名
反対×  １名

原
案

可
決

【賛成討論】 【反対討論】

新垣千秋 議員
　基地対策特別委員会の中でしっかり議論さ
れた。全会一致で、議会として決議すべきとの
結論に至った。決して後退するものではなく、
逆に全会一致を求め強い力、議会の最大の
権限をもって抗議していくことが大事。

友利勉 議員
　一番の心配は、県民、町民。住宅地に飛ば
すのは一番の問題。最終的には米軍基地の
段階的整理縮小、撤去になるかと思う。原因
究明し、再発防止策を取って、飛行停止をさせ
ることが優先。

高安克成 議員
　このような形骸化した意見書は出すべきで
はない。人の命が失われているのだから飛ば
すべきではない。基地対策特別委員会として
あるべき姿ではない。議会の体を成してない。
一貫性がない。その理由から反対。命が失わ
れている。そこに向き合わない基地対策委員
会、議会はおかしい。

仲栄真惠美子 議員
　後退と解釈されるような文書を残すという
ことに対して反対の立場。オスプレイは即時撤
回すべきだということを意識し、抗議決議文案
は作るべきなので、この文案に対して反対する。

賛成多数で

賛成○ 16名
反対×  ２名

原
案

可
決

要 請 行 動
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懲
罰
動
議

懲
罰
動
議
・
陳
情
・
意
見
書

否
決

高安克成議員に対する懲罰動議
発議者  ／  友利勉議員　照屋正治議員　新垣千秋議員

委員長 ／ 米須清一郎　　副委員長 ／ 喜友名盛充　（正副委員長は互選）
委　員 ／ 仲宗根由美　　津嘉山えり子　　奧平紋子　　　　大浜ヤス子
　　　　  宮里廣　　　　喜友名朝哲　　　仲栄真惠美子　　又吉朋和

懲罰を科さないものと決定

懲罰動議の提出12月1 4日

発議者（友利勉議員）による趣旨説明・質疑（本会議）12月1 5日

高安克成議員による弁明（本会議）12月1 5日

議長の指名により懲罰特別委員会の設置（本会議）12月1 5日

懲罰特別委員会の審議結果に対する採決（本会議）12月2 1日

懲罰特別委員会の審議12月1 8日
1 2月2 0日

高安克成議員に対する懲罰動議が３人の議員（発議者）から提出される。

─ 主 な 経 緯 ─

「懲罰を科さない」という審議結果に対し─

　令和５年第539回北谷町議会定例会の初日（12月12日）の発議第23号「米軍横田基地所属垂直
離着陸輸送機CV-22オスプレイの墜落事故に対する抗議決議」及び発議第24号「同意見書」に対し、
高安克成議員は反対討論の中で、議場にいる北谷町議会全議員に対して「皆、頭が悪い」、基地対策
特別委員会委員長に対しては、「能力がない」の発言があり、その無礼な発言の取り消しを求める仲地
泰夫議長へは、「取り消しません」との開き直った態度。また、討論の際、長々と発言する高安克成議員
に対して仲地泰夫議長による、発言は簡潔にするようにとの言葉に「議長はせっかちですね」との無礼
な発言など議会の秩序を乱す高安克成議員の発言「行為」は看過できません。（中略）
　高安克成議員の一連の発言及び行為は、自治法第132条、北谷町議会会議規則第102条に抵触す
るものと解されます。
　ついては、高安克成議員の処分を求める。

　12月12日、オスプレイ墜落に対し基地対策委員会が発議した抗議決議の際に、感情
的になったことは否定できない。過去、オスプレイからの落下物に対しての抗議決議で
は、「配備撤回」「普天間基地の閉鎖」等、厳しい文調で抗議した記憶があるが、今回は
８人の命が失われてるのにも関わらず、全会一致を求め形骸化した文案になっている。
その事に対し再検討を求めたが拒否される形となった。「議長はせっかち」の発言は否
定しないが、「皆、頭が悪い」、「能力がない」の発言は記憶にない。（一部抜粋）

　委員会審議では、12月12日の会議録に、懲罰動議の提出理由となっている不
適切な発言が記録されているかなどに重点を置き、慎重な審議が行われた。その
結果、会議録からは不適切な発言が確認されず、懲罰を科さないものと決定した。

仲
宗
根
由
美 

議
員

　
ほ
と
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ど
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発
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よ
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注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

大
浜
ヤ
ス
子 

議
員

　
発
言
中
は
マ
イ
ク
に
声
が
入

る
が
、
休
憩
中
等
そ
れ
以
外
は

マ
イ
ク
に
声
は
入
ら
な
い
の
で

会
議
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
私
も
高
安
議
員
に
は

色
々
な
こ
と
を
言
わ
れ
、
今
日

ま
で
議
員
活
動
を
し
て
き
た
。

　
懲
罰
と
は
、
規
則
や
ル
ー
ル

に
反
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
に

罰
を
与
え
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

議
長
か
ら
の
戒
告
を
す
べ
き
だ

と
考
え
る
。

玉
那
覇
淑
子 

議
員

　「
皆
、
頭
が
悪
い
」、「
能
力
が

な
い
」、「
議
長
は
せ
っ
か
ち
で
す

ね
」
と
い
う
言
葉
に
限
定
し
て

審
査
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
疑
義

が
あ
る
と
感
じ
る
。
新
た
な
不

適
切
な
発
言
が
会
議
録
に
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
審
議
す

る
の
が
建
前
で
な
い
か
。
適
切

で
な
か
っ
た
言
動
全
て
を
審
議

し
、
議
論
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

ほ
か
に

友
利
勉 

議
員

照
屋
正
治 

議
員

新
垣
千
秋 

議
員

喜
友
名
盛
充 

議
員

　
事
実
で
は
無
か
っ
た
と
い
う

こ
と
が
１
番
の
理
由
で
あ
る
。

『
議
長
は
せ
っ
か
ち
で
す
ね
』
と

の
発
言
は
あ
っ
た
が
謝
罪
も

行
っ
て
い
る
。
今
回
の
よ
う
な

拡
大
解
釈
の
中
で
懲
罰
さ
れ
る

と
い
う
１
つ
の
事
例
を
作
っ
て

し
ま
う
と
、
今
後
北
谷
町
議
会

の
混
乱
を
招
い
て
し
ま
う
。

仲
栄
真
惠
美
子 

議
員

　
発
議
さ
れ
た
懲
罰
動
議
で
は

事
実
で
は
無
い
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
本
来
、
議
会
や
委
員

会
は
公
文
書
を
経
て
様
々
な
決

定
が
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
公
文
書
（
懲
罰

動
議
）
に
は
事
実
で
は
な
い
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。
事
実
で

は
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
懲
罰

を
科
す
べ
き
で
は
な
い
。
懲
罰

委
員
会
10
人
が
ち
ゃ
ん
と
審
査

を
し
た
結
果
だ
。

賛 成 討 論反 対 討 論

【 地 方 自 治 法 】

【北谷町議会会議規則】

品位の保持

品位の尊重

【懲罰動議の発議】

第１３２条

第１０２条

普通地方公共団体の議会の会議又は委員会においては、議員は、無礼の言葉を使用し、
又は他人の私生活にわたる言論をしてはならい。

発議者が連署して文書で提出する。また、議員定数の８分の１以上の発議者を要する。
（北谷町議会の場合は３人以上）

議員は、議会の品位を重んじなければならない。

解 説 メ モ

沖縄県教職員組合中頭支部
執行委員長　森岡　稔

陳情・意見書陳情・意見書

採
択【陳情者】

陳　情
義務教育費国庫負担堅持及び２分の１
復元のための意見書採択を求める陳情

文教厚生常任委員会
委員長　新垣千秋

【提出者】

意見書
義務教育費国庫負担拡充及び教育条件
整備のための意見書

原案に

賛成多数で

賛成○ 17名
反対×  １名

可
決

【提出理由】

懲罰を科さないことに

※退席とは退席の
意思を表明した者

賛成○ 10名
反対×  ５名
退席　  ２名

0：00：29
からスタート

0：00：28
からスタート

7　ちゃたん町議会だより No.114  2024（令和6）年2月発行 ちゃたん町議会だより No.114  2024（令和6）年2月発行　6



閉
会
中
の
議
会
活
動

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

臨時会・定例会 議決結果賛否一覧表

議　案
仲
地
　
泰
夫

玉
那
覇
淑
子

高
安
　
克
成

阿
波
根
　
弘

與
儀
　
　
誠

又
吉
　
朋
和

仲
栄
真
惠
美
子

喜
友
名
盛
充

喜
友
名
朝
哲

宮
里
　
　
廣

大
浜
ヤ
ス
子

照
屋
　
正
治

友
利
　
　
勉

平
田
潤
一
郎

奥
平
　
紋
子

米
須
清
一
郎

津
嘉
山
え
り
子

新
垣
　
千
秋

仲
宗
根
由
美

氏
　
名

議
決
結
果

19181716151413121110９８７６５４３２１議席

議　案
仲
地
　
泰
夫

玉
那
覇
淑
子

高
安
　
克
成

阿
波
根
　
弘

與
儀
　
　
誠

又
吉
　
朋
和

仲
栄
真
惠
美
子

喜
友
名
盛
充

喜
友
名
朝
哲

宮
里
　
　
廣

大
浜
ヤ
ス
子

照
屋
　
正
治

友
利
　
　
勉

平
田
潤
一
郎

奥
平
　
紋
子

米
須
清
一
郎

津
嘉
山
え
り
子

新
垣
　
千
秋

仲
宗
根
由
美

氏
　
名

議
決
結
果

19181716151413121110９８７６５４３２１議席

令和５年度北谷町一般会計補正予算（第４号）について 議○○欠○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

北谷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

令和５年度北谷町一般会計補正予算（第６号）について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

上告受理の申立てについて 議○○欠○○○○○○○○○○○○○○○可決

陳情第14号の取下げの件 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○許可

令和５年度北谷町一般会計補正予算（第５号）について 議○○欠○○○○欠○○○○○○○○○○原案可決

第537回　北谷町議会臨時会　【令和５年11月13日（月）】

第538回　北谷町議会臨時会　【令和５年11月27日（月）】

第539回　北谷町議会定例会　【令和５年12月12日（火）～12月21日（木）】

議○○欠○

×

○○○○○○○○○○○○○原案可決米空軍嘉手納基地への無人偵察機（ＭＱ－９）の配
備に対する抗議決議

議○○欠○○○○欠○○○○○○○○

×

○原案可決北谷町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手
当に関する条例の一部を改正する条例について

議○○欠○

×

○○○○○○○○○○○○○原案可決米空軍嘉手納基地への無人偵察機（ＭＱ－９）の配
備に対する意見書

議○○欠○○○○欠○○○○○○○○○○原案可決令和５年度北谷町国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）について

議○

×

○○○

×

○○○○○○○○○○○○原案可決米軍横田基地所属垂直離着陸輸送機ＣＶ－２２オ
スプレイの墜落事故に対する抗議決議

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例について

議○○欠○○○○欠○○○○○○○○○○原案可決令和５年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号）について

議○○欠○○○○○○○○○○○○○○○原案可決
米軍嘉手納基地所属米空軍兵による自動車運転
処罰法違反（過失運転致傷）及び道路交通法違反
事件に対する抗議決議

議○○欠○○○○○○○○○○○○○○○原案可決
米軍嘉手納基地所属米空軍兵による自動車運転
処罰法違反（過失運転致傷）及び道路交通法違反
事件に対する意見書

議○○欠○○○○欠○○○○○○○○○○原案可決
北谷町職員の給与に関する条例及び北谷町長等
の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例について

議○

×

○○○

×

○○○○○○○○○○○○原案可決米軍横田基地所属垂直離着陸輸送機ＣＶ－２２オ
スプレイの墜落事故に対する意見書

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決北谷町印鑑条例及び北谷町手数料の特例に関す
る条例の一部を改正する条例について

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決北谷町空家等対策の推進に関する条例の一部を
改正する条例について

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決令和５年度北谷町国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）について

議会運営委員会 県 外 視 察

閉 会 中 の 議 会 活 動

令和５年 11月14日(火)～16日(木)
山口県山陽小野田市議会
福岡県新宮町議会
議会基本条例の運用・効果などについ
て、反問権の運用状況や付属機関の
設置、議会報告会など議会と住民のか
かわり方などを視察しました。また、政
治倫理条例についても視察をしました。
今後も議会改革及び議会活性化に取
り組みます。

■
■

■

視察期間

視 察 先

視察事項

議会広報調査特別委員会 視察受入れ
令和６年 １月25日(木)
長崎県時津町議会
北谷町広報調査特別委員会は、県外視
察で学んだ経験を基に北谷町議会だより
編集マニュアルを作成しました。長崎県時
津町議会の視察受入れでは、作成したマ
ニュアルに基づき質疑応答に応えました。
また、両町の議会だよりの編集・構成等を
様々な視点から議論を行い、互いに議会
だより作成の質の向上が図られました。

■
■
■

受入期間

受 入 先

受入事項

令和６年 １月30日(火)
沖縄県市町村自治会館
沖縄県町村議長会の主催で講師を招き行
われました。討論型の研修会で、他町村と、
全国でも評価の高い自治体の議会だよりを
参考にしながら研修が進みました。互いに
質問やコメントをしていく中で、北谷町の議
会だよりは参加自治体から高い評価を受け
ました。他町村からの学びもあり、これから
の議会だより作成も創意工夫し行います。

■
■
■

研修期間

研修場所

研修内容

議会広報調査特別委員会 広 報 研 修 会

さんよう お   の  だ  し

しんぐうまち

とぎつちょう
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高安克成議員に対する懲罰の件【※下記注釈】 議

×

除○○○○○○○

×××

○退○退

×

○懲罰を
科さない

令和５年度北谷町一般会計補正予算（第７号）について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

美浜駐車場の指定管理者の指定について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決

義務教育費国庫負担拡充及び教育条件整備のための意見書 議○○

×

○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

北谷フィッシャリーナ駐車場の指定管理者の指定について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決

財産の取得について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決
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第539回　北谷町議会定例会　【令和５年12月12日（火）～12月21日（木）】

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決米軍嘉手納基地に暫定配備されているＦ－３５ステ
ルス戦闘機からの部品落下事故に対する抗議決議

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決米軍嘉手納基地内でのパラシュート降下訓練に対
する抗議決議

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決北谷町障がい者地域活動支援センターの指定管
理者の指定について

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決米軍嘉手納基地内でのパラシュート降下訓練に対
する意見書

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○採択「義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元」のた
めの意見書採択を求める陳情

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決米軍嘉手納基地に暫定配備されているＦ－３５ステ
ルス戦闘機からの部品落下事故に対する意見書

議員が聞いた！
今とこれから

次のページ
　からは

町の様々な課題等について、議員が
提言も含めて町に考えを聞く「一般
質問」。各議員それぞれの切り口で
町政を問います。ぜひ議場で傍聴し
てみてはいかがでしょうか。一 般 質 問

閉会中の継続審査・議員派遣の件

懲罰案件については懲罰特別委員会で「懲罰を科すべきでない」との審査結果であったため、本会議では「懲罰を科さな
い」ことに対する賛否が問われ、賛成多数により結果は「懲罰を科さない」（原案否決）となりました。

継 続 審 査

議員派遣の件 議会広報研修会『広報クリニック』
町村議会議員・事務局職員研修会

─────
─────

令和６年 １月３０日（火）
令和６年 ２月２９日（木）

北谷町保育士確保緊急対策事業の継続交付の要望について（陳情） 【文教厚生常任委員会】
公立校とインターナショナルスクール等に並行して通学する児童に関する陳情 【文教厚生常任
委員会】

•
•

•
•

【注釈】

【表示の説明】

臨時会・定例会 議決結果賛否一覧表

「〇」：賛成者
「公」：公務の欠席者
「看」：看護のための欠席者
「除」：法律により議案の採決に加わらない者（除斥者）
「議」：議長

「×」：反対者
「病」：傷病の欠席者
「介」：介護のための欠席者

「副」：議長に事故等があり議長の職務を行う副議長

「退」：退席の意思を表明した退席者
「産」：出産の欠席者
「配」：配偶者の出産補助の欠席者
「－」：議場に不在

「育」：育児の欠席者
「欠」：所用の欠席者

一
般
質
問

学
校
給
食
に
つ
い
て
伺
う

問 

量
が
少
な
く
な
っ
た
、
美
味
し

く
な
く
な
っ
た
と
聞
く
が
無
償
化

前
と
違
う
点
は

答 

令
和
５
年
度
だ
け
で
３
万
２
千

品
目
の
食
品
値
上
げ
が
あ
り
︑大
き

な
影
響
を
受
け
︑
食
材
単
価
を
据
え

置
く
代
わ
り
に
︑
個
体
が
小
さ
く
な

り
少
な
く
見
え
る
献
立
が
あ
り
︑
量

を
補
う
た
め
野
菜
等
を
追
加
し
た
場

合
に
味
が
薄
く
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
︒

問 

町
外
の
小
中
学
校
へ
通
う
生
徒

へ
も
補
助
が
で
き
な
い
か

答 

考
え
て
い
な
い
︒

問 

対
象
者
数
や
必
要
予
算
、
実
施

で
き
る
か
の
調
査
を
検
討
し
て
欲

し
い
が

答 

沖
縄
県
中
部
で
は
実
施
の
事
例

が
な
い
の
で
範
囲
を
広
げ
調
査
研
究

す
る
︒

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

問 

発
が
ん
性
が
認
め
ら
れ
た
以
上
、

町
民
の
健
康
調
査
等
へ
踏
み
出
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が

答 

現
在
︑国
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る

対
応
状
況
が
前
進
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑引
き
続
き
︑
動
向

に
注
視
す
る
︒

問 

国
が
本
来
や
る
べ
き
だ
が
、
環

境
省
は
血
中
濃
度
検
査
を
検
討
し

て
い
な
い
。
町
と
し
て
も
情
報
収
集

を
行
い
全
町
民
が
納
得
す
る
公
平

性
を
保
っ
た
制
度
は
作
れ
な
い
か

答 

国
の
評
価
で
は
︑人
へ
の
発
が
ん

性
に
つ
い
て
不
十
分
と
し
て
い
る
︒

今
後
そ
の
よ
う
な
基
準
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
て
い
く
と
考
え
る
の
で
︑

そ
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
検
討
す

る
︒

問 

河
川
や
井
戸
、
土
壌
の
調
査
の

検
討
は

答 

現
在
︑国
と
県
が
実
施
し
︑
今
後

も
連
携
を
図
る
︒

問 

本
町
で
は
何
カ
所
行
わ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
場
所
は

答 

県
が
行
う
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

環
境
中
実
態
調
査
は
北
谷
交
差
点

南
側
の
水
路
と
ト
ク
ガ
ー
の
２
カ

所
︒
国
が
行
う
在
日
米
軍
施
設
区
域

環
境
調
査
は
大
道
川
河
口
沖
︑砂
辺

の
イ
ン
ガ
ー
の
２
カ
所
︒ま
た
︑県

が
今
年
度
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
等
全
県
調

査
を
実
施
︒
砂
辺
地
区
の
公
園
の
土

壌
調
査
と
︑
役
場
周
辺
の
排
水
路
の

水
質
調
査
を
行
っ
て
お
り
︑
年
度
末

に
結
果
が
報
告
さ
れ
る
予
定
︒

問 

基
地
が
汚
染
源
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
る
中
、
国
に
立
ち
入
り
調
査

を
求
め
た
が
回
答
は
無
か
っ
た
。
国

が
動
か
な
け
れ
ば
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
調
査
が
で
き
、
準
備
が
で
き

る
の
か
伺
う

答 

県
と
調
整
し
︑国
に
動
き
が
あ
れ

ば
す
ぐ
行
動
で
き
る
よ
う
準
備
を
す

る
︒

県
道
24
号
線
沿
い
キ
ャ
ン
プ

桑
江
に
つ
い
て

問 

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
内
の
住
宅
解

体
に
伴
い
、
廃
材
の
仮
置
き
場
と

な
っ
て
い
る
が
詳
細
は

答 

防
衛
局
に
よ
る
と
︑キ
ャ
ン
プ
瑞

慶
覧
の
再
編
事
業
に
伴
う
建
物
の

解
体
で
発
生
し
た
鉄
筋
等
の
金
属
を

一
時
的
に
保
管
︒
有
害
物
質
は
含
ま

れ
て
い
な
い
と
の
回
答
︒

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
保
育
に
つ
い
て

・
米
軍
基
地
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
８
月
の
人
事
院
勧

告
・
報
告
に
つ
い
て

物価高でも、子ども達に
しっかりとした献立を！

廃材による周辺住民への影響が懸念される

新垣 千秋 議員
しん がき     ち   あき

給食の量が少なくなった美味しくなくなった等の
声が聞こえるが

次年度に向け予算を確保していきたい

詳しくは動画をCheck
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一
般
質
問

一
般
質
問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
に
つ
い
て

問 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
回
答

の
な
い
方
に
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
行
な
っ
て
い
る
か

答 

令
和
３
年
度
ま
で
は
調
査
員
を

派
遣
し
︑対
象
者
の
心
身
の
状
況
や

家
族
の
状
況
等
の
実
態
把
握
︑対
象

者
及
び
家
族
か
ら
の
相
談
へ
の
対

応
︑必
要
な
支
援
に
繋
げ
る
な
ど
の

対
応
を
行
っ
て
い
た
が
︑
令
和
４
年

度
か
ら
は
当
該
業
務
を
委
託
し
て
い

た
事
業
所
の
︑人
材
確
保
が
困
難
で

実
施
で
き
て
い
な
い
︒

問 

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及

び
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体

制
づ
く
り
の
取
組
は

答 

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お

い
て
︑町
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
置

さ
れ
て
い
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
︑
地
域
資
源
の

開
発
︑
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
各
自
治
会

が
地
域
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
る
事
業
に
対
し
て
町
は
補
助
金
を

交
付
し
︑
移
動
販
売
に
よ
る
買
い
物

支
援
︑ふ
れ
あ
い
市
場
や
ふ
れ
あ
い

カ
フ
ェ
の
開
催
︑
地
域
住
民
に
よ
る

高
齢
者
宅
の
訪
問
活
動
な
ど
が
あ

り
︑
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体

制
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
︒
　

問 

令
和
３
年
度
ま
で
は
調
査
を
委

託
で
実
施
。
令
和
４
年
、
令
和
５
年

の
２
年
間
は
委
託
し
て
い
な
い
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
を
し
て
い
る
か

答 

未
回
答
者
の
追
跡
は
で
き
て
い

な
い
︒
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
回

答
が
な
い
高
齢
者
の
場
合
で
も
何
ら

か
の
課
題
や
︑困
り
ご
と
が
あ
る
場

合
は
本
人
︑ま
た
は
家
族
か
ら
福
祉

課
に
相
談
や
︑
地
域
住
民
や
民
生
委

員
か
ら
情
報
提
供
が
あ
る
︒そ
の
場

合
に
は
福
祉
課
の
職
員
で
訪
問
を
行

う
等
と
し
て
対
応
︒
実
態
が
つ
か
め

て
い
な
い
高
齢
者
は
︑
今
後
も
実
態

把
握
に
努
め
る
︒

町
民
の
就
業
支
援
を
問
う

問 

町
民
の
就
業
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
町
内
事
業
者
等
の
人
材
確

保
や
雇
用
環
境
充
実
の
面
か
ら
も

有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。
町
の
所
見

は答 

国
や
県
の
就
業
関
連
制
度
や
施

設
を
最
大
限
に
活
用
い
た
だ
き
た
い

が
︑
事
業
者
の
中
に
は
積
極
的
に
町

民
を
採
用
し
た
い
︑町
民
で
も
町
内

の
優
良
な
事
業
所
に
努
め
た
い
と
い

う
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
も
あ
り
︑そ
れ

ら
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
関
し
︑
何
が
で

き
る
か
調
査
研
究
し
た
い
︒

美
浜
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
伺
う

問 

現
在
の
利
用
対
象
者
及
び
利
用

状
況
は

答 

令
和
５
年
11
月
末
現
在
の
利
用

状
況
は
︑
占
有
施
設
の
入
居
率
が
１

５
室
中
６
室
で
30
・
８
％
︑
会
議
室

等
の
利
用
状
況
は
︑
会
議
室
３
室
の

令
和
５
年
11
月
末
現
在
の
稼
働
率

約
33
・
８
％
︑ス
タ
ジ
オ
稼
働
率
約

６
％
と
な
っ
て
い
る
︒

問 

今
後
の
利
活
用
の
た
め
の
検
討

状
況
を
伺
う

答 

調
査
業
務
の
結
果
を
踏
ま
え
︑

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
に

施
設
機
能
を
検
討
す
る
と
と
も
に
︑

民
間
活
力
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て

調
査
及
び
検
討
に
引
き
続
き
取
り

組
む
︒

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
商
工
業
研
究
等
施
設
及
び
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
に

つ
い
て

・
町
立
博
物
館
に
つ
い
て

Ｐａ
ｒ
ｋ
│
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ

い
て

問 

制
定
に
あ
た
り
公
募
の
中
に
入

浴
料
を
入
れ
ら
れ
な
い
か

答 

募
集
要
項
へ
の
記
載
は
で
き
な
い

が
︑現
状
の
料
金
を
参
考
値
と
し
て

掲
載
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え

る
︒

問 

ち
ゅ
ら
ー
ゆ
の
入
浴
料
が
６
０

０
円
か
ら
８
０
０
円
に
値
上
が
り
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
指
定
管

理
者
に
よ
る
料
金
変
更
の
懸
念
は

答 

ち
ゅ
ら
ー
ゆ
の
管
理
は
指
定
管

理
者
で
は
な
く
︑設
置
管
理
許
可
に

よ
る
運
営
︒
料
金
設
定
は
事
業
者
の

権
限
と
な
る
︒
社
会
情
勢
の
変
化
や

収
益
性
の
観
点
等
か
ら
料
金
改
定

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
出
て
く

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
︒

問 

今
回
の
値
上
げ
の
理
由
は

答 

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
だ
と
聞
い
て
い
る
︒
老
人
ク
ラ

ブ
と
協
定
を
結
び
︑
通
常
の
料
金
よ

り
も
安
い
料
金
を
設
定
︒
今
回
の
料

金
改
定
に
あ
た
っ
て
も
ち
ゅ
ら
ー
ゆ

と
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
協
議
で
︑老
人
ク

ラ
ブ
の
理
解
を
得
た
と
聞
い
て
い
る
︒

問 

料
金
は
事
業
者
が
決
定
し
て
も
、

状
況
の
把
握
は
管
理
者
が
す
べ
き
。

町
民
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
行
政
の
役
目
だ
と
思
う
が

答 

ど
の
よ
う
な
負
担
が
で
き
る
か
︑

今
後
関
係
課
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
︒

北
谷
漁
協
直
売
店
を
問
う

問 

浜
川
漁
港
水
産
物
加
工
・
販
売

施
設
は
、
ど
の
よ
う
な
誘
致
を
推

進
す
る
か
。
ま
た
、
水
産
加
工
業
の

開
発
等
振
興
の
取
組
と
、
特
産
品

開
発
に
向
け
て
の
商
品
化
は

答 

北
谷
町
漁
業
協
同
組
合
の
事
業
︒

本
町
が
予
算
補
助
及
び
事
務
を
支

援
︒
運
営
者
の
公
募
で
決
定
︒
民
間

事
業
者
が
入
居
し
︑
施
設
内
で
水
産

物
の
加
工
販
売
を
行
う
︒
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
開
発
は
︑

漁
業
協
同
組
合
と
施
設
運
営
者
で

検
討
予
定
︒

問 

直
売
店
の
設
計
や
予
算
は
案
の

段
階
か
、
そ
の
ま
ま
進
め
る
の
か

答 

ほ
ぼ
固
ま
っ
て
い
る
案
で
進
め
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
︒

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

問 

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

組
め
な
い
か

答 

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
と
協

力
し
な
が
ら
そ
の
導
入
準
備
を
進
め

て
い
る
︒

問 

美
浜
７
プ
レ
ッ
ク
ス
前
の
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
に
導
入
す
る
こ

と
で
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
と
思
う

が答 

導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制

度
は
︑
主
に
デ
ポ
ア
イ
ラ
ン
ド
ボ
ー

ド
ウ
ォ
ー
ク
近
辺
が
対
象
︒
美
浜
７

プ
レ
ッ
ク
ス
前
交
差
点
は
対
象
外
︒

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
の
渋
滞
が
緩

和
さ
れ
る
と
い
う
効
果
の
情
報
提
供

が
ほ
し
い
︒

問 

本
町
は
米
軍
基
地
が
51
・
62
％

で
空
地
は
少
な
い
。エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

答 

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
様
々

な
形
態
が
あ
る
︒
藤
沢
市
の
駅
前
の

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
︑現
時
点
で
そ
の
計
画
は
な
い
︒通りの魅力を高めるため、エリアマネジメン

トの検討を！

就職に必要なスキル向上の
サポートを望む 漁業を活性化し、更に魅力あふれる漁業へ

多くの人が力を合わせて地域包括
システムの構築を

喜友名 朝哲 議員
き ゆ な 　 　 ちょうけ い

米須 清一郎 議員
こ め す 　 せ い い ち ろ う

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

料金は基本的に事業者の方で決定する事になる

湯河原町には入浴料の値上げをする場合は議会にかけ
るという条例がある。同様の条例を取り入れられないか

令和４年度の対象者数は4,857人、回答数2,944人、
回答率は約６０％

介護保険サービスの利用に用いられる
基本チェックリストの対象者数及び回答数は
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一
般
質
問

一
般
質
問

Ｄ
Ｘ
の
取
組
は

問 

Ｄ
Ｘ
推
進
に
掛
か
る
費
用
と
国

か
ら
の
財
政
支
援
状
況
は

答 

令
和
５
年
度
予
算
ベ
ー
ス
で
約

９
千
２
３
０
万
円
︒

問 

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
職
員
の
業
務
等
へ

の
影
響
は

答 

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
︑
自

宅
な
ど
で
も
手
続
の
対
応
が
可
能
と

な
る
こ
と
や
︑対
面
で
の
手
続
も

デ
ー
タ
対
応
の
徹
底
を
行
い
︑
業
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
︒

問 

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

変
化
は

答 

住
民
と
行
政
と
の
接
点
の
多
様

化
・
充
実
化
に
よ
り
︑
住
民
の
利
便

性
向
上
が
図
ら
れ
る
︒

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

状
況
は

答 

令
和
５
年
11
月
時
点
で
の
保
有

枚
数
は
１
万
７
千
１
７
３
枚
︑人
口

に
対
す
る
保
有
枚
数
率
は
59・１
％
︒

問 

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
は

答 

各
部
署
で
高
齢
者
に
向
け
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
を
実
施
︒

地
域
交
通
計
画
に
つ
い
て

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
定

期
型
か
ら
デ
マ
ン
ド
型
へ
の
変
更

後
、
収
支
状
況
は

答 

路
線
定
期
型
で
運
行
し
て
い
た

令
和
２
年
度
は
経
費
約
２
千
１
９
１

万
円
に
対
し
運
賃
収
入
約
１
９
５
万

円
で
収
支
率
８
・
９
％
︒
デ
マ
ン
ド

型
で
運
行
し
て
い
た
令
和
４
年
度
は

経
費
約
３
千
３
７
１
万
円
に
対
し
運

賃
収
入
約
２
８
０
万
円
で
収
支
率

８
・
４
％
︒

問 

町
民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
本

町
の
公
共
交
通
の
問
題
点
や
課
題

は答 

運
転
手
の
高
齢
化
や
不
足
に
伴

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
減
便
や
運

行
時
間
の
縮
小
の
懸
念
︑
慢
性
的
な

渋
滞
に
よ
る
路
線
バ
ス
の
定
時
運
行

が
困
難
︑
利
用
者
減
や
運
転
手
不
足

に
よ
り
︑サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス

な
ど
10
点
︒

問 

交
通
渋
滞
に
よ
る
町
民
の
経
済

的
損
失
は

答 

総
合
事
務
局
の
試
算
に
よ
る
と
一

人
当
た
り
年
間
９
万
８
千
円
相
当
︒

問 

沖
縄
県
地
域
公
共
交
通
計
画
に

お
け
る
本
町
の
関
り
は

答 

令
和
４
年
度
に
策
定
さ
れ
た
沖

縄
県
観
光
振
興
基
本
計
画
に
お
い

て
︑
本
町
が
観
光
二
次
結
節
点
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
た
︒
策
定
中
の
交

通
計
画
で
も
何
ら
か
の
位
置
付
け
が

さ
れ
る
と
考
え
る
︒

問 

地
域
交
通
計
画
と
美
浜
駐
車
場

の
戦
略
的
活
用
構
想
と
の
関
係
は

答 

次
年
度
以
降
︑県
と
の
連
携
に

よ
る
実
証
事
業
を
開
始
し
︑
美
浜
駐

車
場
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目

指
す
︒

県
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス
工
事

を
問
う

問 

現
在
の
進
捗
状
況
は

答 

県
に
よ
る
と
︑調
査
測
量
を
行
う

た
め
︑
本
年
８
月
沖
縄
防
衛
局
に
一

時
使
用
申
請
書
を
提
出
し
た
と
の
回

答
︒

　ほ
か
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
国
道
58
号
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

問 

各
学
校
の
不
登
校
及
び
い
じ
め

の
現
状
と
対
策
及
び
課
題
に
つ
い

て
伺
う

答 

不
登
校
は
小
学
校
が
24
人
︑
中

学
校
が
53
人
︒
対
応
と
し
て
電
話
連

絡
や
家
庭
訪
問
を
行
い
︑
支
援
体
制

を
構
築
し
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︑

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
交
え
た
支

援
会
議
を
行
う
こ
と
で
実
態
に
応
じ

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
︒
課
題
は
︑

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
︑不
登
校
の
要
因

が
複
雑
化
し
て
い
る
︒い
じ
め
の
認

知
件
数
は
小
学
校
１
２
８
件
︑
中
学

校
５
件
︑対
策
は
︑い
じ
め
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
指
導
︑子
ど

も
達
か
ら
事
実
確
認
を
行
い
保
護

者
へ
の
連
絡
や
相
談
会
を
持
つ
な
ど

再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
課

題
は
︑
発
見
が
遅
れ
る
と
複
雑
化
し

解
決
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
︒

問 

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
が
計

画
さ
れ
て
か
ら
何
年
目
に
な
る
か
。

建
築
確
認
申
請
に
不
測
の
期
間
を

要
す
る
理
由
と
し
て
何
が
原
因
か
、

供
用
開
始
は
い
つ
頃
の
予
定
か
伺

う答 

平
成
25
年
度
の
基
本
構
想
策
定

に
始
ま
り
現
在
11
年
目
と
な
っ
て
い

る
︒
給
食
セ
ン
タ
ー
は
建
築
基
準
法

上
の
用
途
が
工
場
と
な
り
通
常
の
工

場
よ
り
複
雑
且
つ
難
易
度
が
高
い
た

め
防
火
基
準
や
構
造
な
ど
の
審
査
に

時
間
を
要
し
た
︒
令
和
５
年
11
月
12

日
に
建
築
確
認
が
完
了
し
︑工
事
設

計
書
の
確
認
を
経
て
工
事
発
注
の
手

続
き
を
行
い
今
年
度
中
の
契
約
を
目

指
し
て
い
る
︒工
期
は
約
14
カ
月
を

見
込
ん
で
お
り
完
成
は
令
和
７
年
５

月
頃
の
予
定
︒

問 

建
築
基
準
法
が
複
雑
化
し
て
い

る
、
今
年
度
中
に
事
業
を
始
め
る
こ

と
で
理
解
し
て
い
い
の
か

答 

適
切
な
見
積
も
り
期
間
を
経
た

上
で
入
札
等
を
行
い
３
月
の
議
会
に

提
案
予
定
︒

無
電
柱
化
事
業
を
問
う

問 

美
浜
地
域
の
一
部
で
無
電
柱
化

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
段
階

的
に
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
計
画

は
な
い
か

答 

町
道
美
浜
線
︑
美
浜
１
号
線
︑２

号
線
︑
18
号
線
︑北
谷
公
園
線
が
景

観
に
配
慮
す
べ
き
観
光
地
と
し
て
無

電
柱
化
の
対
象
︒
令
和
８
年
度
に
本

町
の
無
電
柱
化
事
業
は
完
了
︒

問 

無
電
柱
化
事
業
計
画
は
終
わ
り

と
い
う
考
え
な
の
か

答 

今
の
と
こ
ろ
美
浜
地
区
の
み
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
い
る
︒

　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

問 

港
海
岸
の
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
防
犯
灯
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
急
務
で
あ
る
。
所

見
を
伺
う

答 

照
明
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
工

事
は
時
機
を
見
て
整
備
の
検
討
を
行

う
︒

ほ
か
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
馬
場
公
園
の
マ
ン
タ
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
に
つ
い
て

・
宇
地
原
区
ホ
ー
ス
ガ
ー
の
藻
の

改
善
に
つ
い
て

災害時に安心して過ごせる無電柱化を望む！

新しい給食センターを早急に！

デジタルの恩恵を全町民が
受けられるように！

片側１車線の県道。バイパス整備を１日でも早く

大浜 ヤス子 議員
お お は ま 　 　 や す こ

友利　勉 議員
と も り 　 　 つ と む

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進体制等の
取組状況は

全庁横断的に推進。社会情勢や国の動向の変化などで
随時見直す

保育士の確保及び処遇改善の取組を伺う

国、県の制度を活用し給与をはじめとする処遇の改善、
保育士サポート体制の充実等を進めていく

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck
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一
般
質
問

一
般
質
問

米
軍
嘉
手
納
基
地
へ
の
無
人

偵
察
機（
Ｍ
Ｑ―

９
）配
備
及

び
Ｃ
Ｖ―

22
オ
ス
プ
レ
イ
墜

落
等
の
対
応
は

問 

11
月
29
日
の
鹿
児
島
県
屋
久
島

沖
で
の
墜
落
事
故
の
見
解
と
三
連

協
の
対
応
は

答 

オ
ス
プ
レ
イ
の
危
険
性
が
身
近

な
場
所
で
現
実
と
な
り
大
変
遺
憾
で

あ
る
と
と
も
に
︑国
内
初
の
死
亡
事

故
の
発
生
は
非
常
に
残
念
︒
亡
く
な

ら
れ
た
隊
員
へ
哀
悼
の
意
を
表
す
︒

三
連
協
の
対
応
は
︑
去
る
12
月
１
日

に
三
連
協
会
長
か
ら
沖
縄
防
衛
局

長
に
対
し
︑口
頭
に
よ
る
抗
議
要
請
︒

12
月
11
日
に
沖
縄
防
衛
局
長
へ
抗

議
要
請
書
を
手
交
︑
外
務
省
沖
縄

事
務
所
︑
第
18
航
空
団
︑
沖
縄
米
国

総
領
事
館
へ
郵
送
︒

問 

監
視
カ
メ
ラ
・
騒
音
測
定
器
の

増
設
は
で
き
な
い
か

答 

町
内
５
箇
所
で
航
空
機
騒
音
を

測
定
し
騒
音
の
状
況
や
飛
行
経
路

等
を
把
握
︒
航
空
機
騒
音
等
の
苦
情

を
国
へ
報
告
し
︑
軽
減
対
策
を
求
め

て
い
る
︒
監
視
カ
メ
ラ
は
︑北
谷
第

二
小
学
校
の
屋
上
へ
設
置
︒
同
学
校

を
拠
点
に
東
西
方
面
の
米
軍
機
の
飛

行
状
況
が
確
認
可
能
︒ま
た
︑
嘉
手

納
町
で
設
置
し
て
い
る
監
視
カ
メ
ラ

で
は
砂
辺
地
区
上
空
の
離
発
着
状
況

が
確
認
可
能
︒
騒
音
測
定
器
の
増
設

は
検
討
中
︒

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
状

況
等
に
つ
い
て

問 

４
月
14
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
率
は

答 

令
和
５
年
４
月
か
ら
11
月
未
ま

で
の
全
体
の
利
用
者
数
は
３
千
３
６

９
人
︒６
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
利
用

者
数
は
５
７
０
人
で
利
用
率
17
％
︑

19
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
利
用
者
数
が

１
千
４
７
１
人
で
利
用
率
44
％
︑
65

歳
以
上
の
利
用
者
数
が
１
千
３
２
８

人
で
利
用
率
39
％
︒
町
内
外
の
利
用

状
況
は
︑町
内
の
利
用
者
数
は
２
千

２
１
０
人
で
利
用
率
66
％
︑町
外
の

利
用
者
数
は
１
千
１
５
９
人
で
利
用

率
34
％
︒
男
女
別
の
利
用
状
況
は
把

握
し
て
い
な
い
︒

問 

町
長
杯
・
議
長
杯
・
教
育
長
杯

の
冠
大
会
の
開
催
は

答 

指
定
管
理
者
で
あ
る
北
谷
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
検
討
中
︒

問 

回
数
券
の
販
売
は

答 

12
回
分
の
回
数
券
を
販
売
︒
通

常
よ
り
も
２
回
分
多
く
利
用
で
き

る
︒安

良
波
公
園
入
り
口
横
に
設

置
さ
れ
て
い
る
御
影
石
製
水

球
に
つ
い
て
伺
う

問 

設
置
の
目
的
、
設
置
費
の
予
算
、

不
具
合
の
原
因
は
。
ま
た
、
有
効
利

用
で
き
な
い
か

答 

約
３
ト
ン
の
石
の
球
体
が
台
座
の

下
部
よ
り
水
圧
を
加
え
る
こ
と
で
回

転
す
る
修
景
施
設
︒
設
置
目
的
は
︑

北
谷
町
制
20
周
年
記
念
と
し
て
︑
平

成
12
年
に
32
社
か
ら
構
成
さ
れ
る

ウ
ェ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
ク
ラ
ブ
よ
り
町

に
寄
贈
︒
予
算
は
︑
当
該
団
体
の
負

担
︒
不
具
合
の
原
因
は
不
明
だ
が
球

体
の
破
損
等
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な

く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
︑
稼
働

で
き
な
い
状
況
︒
今
後
も
公
園
内
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
活
用
︒

教
育
行
政
を
問
う

問 

栄
口
区
屋
外
運
動
場
の
ト
イ
レ

の
改
修
や
、
東
屋
や
倉
庫
の
設
置
は

で
き
な
い
か

答 

区
民
を
は
じ
め
︑
利
用
者
等
の
要

望
等
を
指
定
管
理
者
に
取
り
ま
と
め

て
頂
き
状
況
等
を
確
認
し
優
先
順

位
を
含
め
協
議
し
た
い
︒

問
北
谷
中
学
校
新
校
舎
建
設
工
事

に
つ
い
て
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池

及
び
太
陽
光
モ
ニ
タ
ー
盤
の
設
置

は答 

環
境
教
育
と
し
て
太
陽
光
発
電

と
発
電
状
況
を
確
認
で
き
る
モ
ニ

タ
ー
を
昇
降
口
付
近
に
設
置
予
定
︒

蓄
電
池
の
設
置
は
な
い
︒

問
台
風
時
、
停
電
し
な
く
て
済
み
、

電
気
料
も
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
蓄
電
池
を
設
置
し
な
い
の
か

答 

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
検
討
し
︑

他
校
の
導
入
実
績
や
屋
根
の
面
積

等
か
ら
９
㌗
程
度
で
計
画
︒

問
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
が
心
配

さ
れ
る
。
公
立
小
中
学
校
の
学
級
・

学
年
・
学
校
閉
鎖
状
況
と
予
防
接

種
料
は

答 

小
学
校
は
︑
学
級
閉
鎖
１
件
︑
学

年
閉
鎖
１
件
︑
学
校
閉
鎖
は
な
し
︒

中
学
校
は
︑
学
級
閉
鎖
２
件
︑
学
年

閉
鎖
・
学
校
閉
鎖
は
な
し
︒
現
在
は
︑

小
中
学
校
と
も
閉
鎖
は
な
い
︒
小
中

学
生
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

料
金
は
︑医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な

る
︒
町
内
及
び
近
隣
市
町
村
で
は
︑

１
回
に
つ
き
２
千
７
０
０
円
か
ら
４

千
円
程
度
︒

問
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
運
営
と
食
育
の
推
進
、
災
害

時
対
応
、
学
校
給
食
の
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
量
、
食
器
の
漆
器
導
入
を
伺

う答 

最
新
の
衛
生
管
理
基
準
に
適
合

し
た
ド
ラ
イ
方
式
で
運
営
︒
学
校
栄

養
職
員
が
各
学
校
へ
出
向
き
食
育
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
︒
災
害
時
の
対

応
等
は
︑
主
と
な
る
災
害
対
策
本
部

等
の
指
示
の
も
と
︑
関
係
機
関
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
︑
施
設
設
備
機
能

の
範
囲
内
で
対
応
︒
学
校
給
食
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
は
︑
今
後
も
続
く
物
価

高
騰
に
対
し
町
長
部
局
と
調
整
協

議
を
行
い
な
が
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

確
保
し
︑バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
献

立
に
努
め
る
︒食
器
の
漆
器
導
入
は
︑

高
温
洗
浄
が
で
き
な
い
こ
と
︑
手
洗

い
洗
浄
と
な
る
こ
と
︑ま
た
漆
ア
レ

ル
ギ
ー
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら

導
入
は
考
え
て
い
な
い
︒

平
和
行
政
に
つ
い
て

問
２
０
１
０
年
１
月
に
10
の
自
治

体
が
地
位
協
定
改
定
の
看
板
を
設

置
し
た
が
現
在
で
は
読
谷
村
だ
け
。

看
板
設
置
を
望
む
が
ど
う
か

答 

新
規
で
の
看
板
設
置
の
予
定
は

な
い
︒い
ろ
い
ろ
な
形
で
平
和
の
発

信
に
つ
い
て
︑
検
討
し
な
が
ら
町
民
︑

全
国
に
発
信
で
き
る
よ
う
進
め
る
︒

水
道
料
金
値
上
げ
は

問
値
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
か
。
本

町
の
取
組
は

答 

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
や

経
営
戦
略
改
定
業
務
の
中
︑
供
給
単

価
の
値
上
げ
を
踏
ま
え
適
正
な
料
金

水
準
を
検
討
中
︒ま
た
︑
令
和
６
年

４
月
か
ら
12
月
ま
で
︑水
道
料
金
基

本
料
を
免
除
す
る
支
援
策
を
実
施

す
る
た
め
︑
年
度
内
及
び
新
年
度
の

予
算
化
に
向
け
取
組
中
︒

ほ
か
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ

い
て

・
２
０
２
３
年
北
谷
町
の
産
業
ま
つ

り
に
つ
い
て

事故や騒音のない町民の平穏な生活環境を望む

御影石製水球の不具合の解消を!

地域住民に快適で使いやすいトイレを

子どもたちに美味しく、適切な量の給食を

宮里 廣 議員
み や ざ と 　ひろし

照屋 正治 議員
て る や 　ま さ は る

栄口区屋外運動場の老朽化による
トイレの改修は

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

老朽化によるトイレの壁の亀裂は修繕予定十分な説明がない。三連協の対応は、
12月11日に沖縄防衛局長へ抗議要請書を手交

無人偵察機の配備・CV-22オスプレイ墜落等に関する三連協か
ら沖縄防衛局への質問の回答に対する見解と三連協の対応は
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一
般
質
問

一
般
質
問

防
災
に
つ
い
て

問 

防
災
広
場
の
有
事
の
際
の
活
用

と
平
時
の
活
用
方
法
を
伺
う

答 

地
震
や
津
波
並
び
に
広
域
火
災

な
ど
の
発
生
時
に
は
一
時
避
難
場
所

と
し
て
活
用
予
定
︒
平
時
に
は
町
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
す
る
と
と

も
に
︑
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な

ど
が
災
害
に
備
え
た
防
災
訓
練
を
実

施
す
る
場
所
と
し
て
活
用
予
定
︒

問 

防
災
キ
ャ
ン
プ
の
意
義
に
つ
い

て
見
解
は

答 

若
者
世
代
に
対
し
て
防
災
意
識

の
醸
成
や
能
動
的
な
行
動
を
促
す
こ

と
で
︑
地
域
防
災
力
の
向
上
が
図
れ

る
有
効
的
な
ツ
ー
ル
と
考
え
る
︒

問 

防
災
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
活
用

が
で
き
る
よ
う
整
備
が
出
来
な
い

か答 

照
明
︑か
ま
ど
ベ
ン
チ
︑
東
屋
は

整
備
予
定
︒キ
ャ
ン
プ
道
具
の
一
式

が
準
備
で
き
れ
ば
十
分
に
防
災
キ
ャ

ン
プ
を
行
う
こ
と
は
可
能
︒
今
後
も

調
査
研
究
し
な
が
ら
施
設
の
整
備
に

努
め
る
︒

問 

人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て

も
活
用
を
検
討
で
き
な
い
か

答 

駐
車
場
の
整
備
等
も
必
要
︒サ
ッ

カ
ー
場
と
し
て
活
用
が
で
き
る
か
今

後
検
討
︒

問 

防
災
無
線
放
送
が
聞
こ
え
づ
ら

い
。
高
齢
者
等
、
最
低
限
必
要
な
人

へ
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
対
策
が

必
要
だ
が
、
今
後
の
対
策
は

答 

緊
急
速
報
メ
ー
ル
︑町
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
︑町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑Ｔ
Ｖ
デ
ー

タ
放
送
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
媒
体
で
の

情
報
発
信
並
び
に
ス
マ
ホ
等
の
防
災

ア
プ
リ
の
活
用
の
普
及
啓
発
を
推
進

し
て
い
る
︒
今
後
は
さ
ら
に
︑
戸
別

受
信
機
等
の
新
た
な
災
害
情
報
発

信
ツ
ー
ル
の
導
入
も
検
討
︒

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
・
循
環
型

社
会
の
構
築
を
問
う

問 

嘉
手
納
町
で
検
討
中
の
「
生
ご

み
堆
肥
化
事
業
」
を
本
町
で
も
導

入
し
た
場
合
の
効
果
と
課
題
は

答 

効
果
は
︑
生
ご
み
を
分
別
回
収
︑

資
源
化
す
る
こ
と
で
︑
倉
浜
衛
生
施

設
組
合
へ
の
ご
み
搬
入
量
の
減
少
に

よ
る
負
担
金
の
減
︑
再
生
利
用
率
の

向
上
な
ど
︒
課
題
は
︑町
民
の
理
解
︑

排
出
さ
れ
た
生
ご
み
の
臭
い
︑
猫
や

カ
ラ
ス
な
ど
へ
の
対
策
︑
ご
み
処
理

手
数
料
に
係
る
町
民
負
担
の
増
︑
収

集
運
搬
に
係
る
経
費
の
増
な
ど
︒
生

ご
み
を
堆
肥
化
す
る
敷
地
の
確
保
及

び
整
備
︑
堆
肥
化
に
係
る
経
費
の
増

な
ど
想
定
︒

問 

全
体
的
な
基
本
計
画
を
再
度
検

討
し
て
生
ご
み
処
理
の
効
果
に
つ
い

て
、
今
一
度
し
っ
か
り
と
検
証
す
る

べ
き
で
は
な
い
か

答 

生
ご
み
の
資
源
化
は
︑
循
環
型

社
会
を
構
築
す
る
上
で
は
必
要
な
こ

と
︒ゴ
ミ
の
減
量
化
と
い
う
点
で
は

町
民
︑ま
た
は
事
業
者
の
ゴ
ミ
の
排

出
を
減
ら
す
こ
と
は
︑
基
本
計
画
に

定
め
る
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
に

も
重
要
と
考
え
る
︒
新
た
な
事
業
を

進
め
る
に
は
︑課
題
も
あ
る
中
で
す

ぐ
に
取
り
組
む
と
い
う
の
は
難
し

い
︒
本
町
︑町
民
︑
事
業
者
︑そ
れ

ぞ
れ
役
割
が
あ
る
︒ゴ
ミ
の
減
量
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

に
︑周
知
等
に
力
を
入
れ
る
︒

国
体
道
路
沿
い
の
電
線
に
か

か
る
草
木
類
の
対
策
は

問 

国
体
道
路
沿
い
の
電
線
に
草
木

類
が
茂
り
危
険
。
対
応
は

答 

道
路
管
理
者
で
あ
る
沖
縄
県
中

部
土
木
事
務
所
へ
状
況
を
報
告
し
︑

対
応
を
要
請
す
る
︒

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

制
度
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
つ
い
て
伺
う

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
何
か

答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
︑
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
基
盤
と
し
て
︑
住
民
の

利
便
性
向
上
と
行
政
の
効
率
化
を

あ
わ
せ
て
進
め
︑よ
り
公
平
・
公
正

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
︒マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
︑
平

成
28
年
１
月
か
ら
交
付
開
始
︒
個
人

番
号
を
証
明
す
る
書
類
や
本
人
確

認
の
際
に
公
的
な
本
人
確
認
書
類
と

し
て
利
用
で
き
︑
様
々
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
の
カ
ー

ド
︒カ
ー
ド
表
面
に
氏
名
︑
住
所
︑

生
年
月
日
︑
性
別
︑
顔
写
真
︑
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
︑セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
コ
ー
ド
︑
臓
器
提
供
意
思
表
示

欄
を
記
載
︒
個
人
番
号
は
裏
面
に
記

載
︒

問 

取
得
は
任
意
で
あ
る
と
思
っ
て

い
た
が
必
ず
作
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か

答 

取
得
は
義
務
で
は
な
く
︑
任
意
︒

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
作

成
す
る
と
個
人
情
報
が
漏
れ
る
心

配
が
な
い
か
。
安
全
対
策
は
大
丈
夫

な
の
か

答 

顔
写
真
入
り
の
た
め
︑な
り
す
ま

し
が
で
き
ず
︑対
面
で
の
悪
用
が
困

難
︒マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
に
は
税
や
年
金
の
情
報
︑
病

歴
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い

情
報
は
記
録
さ
れ
な
い
︒Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
の
情
報
を
確
認
す
る
に
は
暗
証
番

号
が
必
要
︒
暗
証
番
号
を
一
定
回
数

間
違
え
る
と
ロ
ッ
ク
さ
れ
使
え
な
く

な
る
︒
仮
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
情
報
を

不
正
に
読
み
だ
そ
う
と
す
る
と
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
が
壊
れ
る
な
ど
︑
様
々
な
安

全
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
︒

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
に
つ

い
て

問 

本
町
で
、マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

で
保
険
者
情
報
不
明
、
誤
登
録
、
資

格
無
効
等
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
な
い
か

答 

質
問
に
あ
る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の

発
生
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
︒

問 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
啓
発
、

医
療
費
削
減
の
取
組
は

答 

被
保
険
証
更
新
時
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
用
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
こ
と
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

周
知
︒マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
登
録
は
︑
窓
口
に
て

登
録
手
続
き
を
支
援
︒
医
療
機
関
で

も
登
録
手
続
き
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
情
報
提
供
︒

　
医
療
費
削
減
の
取
組
は
︑医
療
費

通
知
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
の

送
付
︑お
薬
手
帳
等
に
関
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
︑
柔
道
整
復
療

養
費
の
支
給
内
容
の
点
検
及
び
適

正
受
診
の
啓
発
な
ど
︒ま
た
︑
特
定

健
診
の
受
診
率
︑
保
健
指
導
の
実
施

率
向
上
の
取
組
︑
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
︑
重
症
化
予
防
に
よ
る
医
療

費
の
抑
制
に
努
め
て
い
る
︒

ほ
か
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

・
北
谷
町
に
供
給
さ
れ
て
い
る
水

道
水
に
つ
い
て

しっかりと安全対策を施したうえでの普及啓発を！

防災広場の有効的な活用を求める！

防災テント

生ゴミ 肥料

限りある資源の有効活用を

又吉 朋和 議員
ま た よ し 　と も か ず

喜友名 盛充 議員
き ゅ う な 　 も り み つ

マイナンバー制度とは

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

デジタル社会の基盤として、住民の利便性向上と行政の
効率化をあわせて進め、より公平・公正な社会を実現す
るためのインフラ

有事の際は、一時避難場所。
平時は、町民の憩いの場や防災訓練の実施場所

防災広場の活用方法は
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一
般
質
問

一
般
質
問

物
価
高
騰
対
策
は

問 

物
価
高
騰
対
策
支
援
金
給
付
金

の
支
給
は

答 

物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
へ
の
影

響
が
大
き
い
低
所
得
者
に
対
し
て
１

世
帯
あ
た
り
７
万
円
の
給
付
︒
対
象

者
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
︑
生
活
保

護
世
帯
︒
給
付
世
帯
数
は
３
７
０
０

世
帯
の
見
込
み
︒
基
準
日
は
令
和
５

年
12
月
１
日
︑
確
認
書
等
は
令
和
６

年
１
月
末
か
ら
２
月
上
旬
に
対
象
者

へ
発
送
︑
支
給
要
件
確
認
書
又
は
申

請
書
に
記
入
の
上
郵
送
又
は
窓
口
で

申
請
︑審
査
後
１
カ
月
以
内
に
支
給
︒

問 

企
業
支
援
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
で
様
々
な
支
援
を
要
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。
業
務
改
善
助
成

制
度
の
活
用
で
い
い
の
か

答 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
以
外
に
も
︑
中

小
企
業
診
断
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

る
の
で
︑ま
ず
は
相
談
し
て
頂
き
た

い
︒障

が
い
者（
児
）へ
の
支
援
に
つ

い
て

問 

障
が
い
者（
児
）と
そ
の
家
族
に

対
す
る
包
括
的
支
援
内
容
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う

答 

相
談
支
援
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
︑
家
族
支
援
と
し
て
ペ
ア

レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
行
っ
て
い

る
︒
課
題
は
地
域
に
潜
在
し
て
い
る

要
支
援
者
世
帯
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
強
化
︒

ひ
き
こ
も
り
支
援
を
問
う

問 

小
中
高
よ
り
ひ
き
こ
も
り
と
な

る
場
合
の
多
く
は
発
達
障
害
、
学

習
の
遅
れ
、
生
活
環
境
、
体
調
面
等

が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
把
握
し
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
の

件
数
を
伺
う

答 

小
中
学
校
に
お
い
て
︑ひ
き
こ
も

り
は
い
な
い
と
考
え
て
い
る
︒

問 

小
中
高
生
へ
の
ひ
き
こ
も
り
へ

の
支
援
に
つ
い
て
伺
う

答 

不
登
校
の
児
童
生
徒
に
対
し
て

は
家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡
を
行
い

教
育
相
談
担
当
者
も
含
め
た
支
援

体
制
を
構
築
し
児
童
生
徒
一
人
一
人

の
実
態
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
︒

問 

大
人
の
ひ
き
こ
も
り
は
抜
け
出

せ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
、
８
０
５
０

問
題
に
つ
い
て
取
組
と
支
援
対
策

に
つ
い
て
伺
う

答 

高
齢
者
自
身
が
同
居
の
子
ど
も

に
つ
い
て
言
い
出
せ
な
い
こ
と
も
多

く
︑そ
の
家
族
と
の
関
係
性
を
構
築

し
つ
つ
高
齢
者
の
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
︒

問 

高
齢
化
す
る
親
と
、
ひ
き
こ
も

り
の
当
事
者
は
、
ど
う
い
っ
た
目
標

値
を
た
て
て
い
る
か

答 

ま
ず
は
家
族
の
不
安
や
相
談
に

寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
︑
支
援
の
目
標
は
す
ぐ
に
設
定

は
し
て
い
な
い
︒
家
族
の
不
安
を
聞

き
不
安
を
解
消
す
る
形
で
本
人
︑
家

族
の
見
守
り
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
︒

ほ
か
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
重
層
的
支
援
体
制
に
つ
い
て

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
対
す
る
血
中
濃

度
検
査
に
つ
い
て

問 

本
町
の
血
中
濃
度
検
査
実
施
に

向
け
た
現
時
点
の
検
討
状
況
は

答 

現
在
︑国
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に

対
す
る
対
応
方
針
が
示
さ
れ
︑対
応

状
況
が
前
進
し
て
い
る
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
︑
血
中
濃
度
検
査
実
施
に

つ
い
て
引
き
続
き
︑国
︑県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
︒

問 

血
中
濃
度
検
査
に
つ
い
て
拡
充

す
る
こ
と
を
国
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
今
年
度
中
に
結
論
が
出
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
町
と
し
て
も

要
請
な
ど
に
よ
り
国
に
求
め
る
必

要
は
な
い
か

答 

中
部
市
町
村
会
と
し
て
環
境
省

に
要
請
し
て
い
る
︒

教
育
環
境
に
つ
い
て

問 

浜
川
小
学
校
等
の
課
題
は

答 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

と
並
行
し
て
就
学
す
る
こ
と
で
起
き

る
諸
問
題
を
改
善
す
る
た
め
︑
学
校

と
連
携
し
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
︒ま
た
︑県
教
育
委
員
会
に
要

請
し
て
い
る
︒

問 

県
へ
の
要
請
内
容
は

答 

教
頭
二
人
制
の
導
入
︑
優
秀
な

日
本
語
指
導
教
諭
︑
英
語
が
話
せ
て

外
国
人
の
保
護
者
と
も
対
応
が
し
っ

か
り
と
れ
る
よ
う
な
日
本
語
指
導
教

諭
の
配
置
を
要
請
︒

防
災
に
つ
い
て

問 

地
区
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
所

見
は

答 

北
谷
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
︑町
内
各
地
区
の
共
助
に
よ
る
計

画
的
な
防
災
活
動
を
推
進
す
る
た

め
︑
自
主
防
災
組
織
や
事
業
所
等
に

地
区
防
災
計
画
の
作
成
方
法
︑手
順
︑

提
案
の
手
続
等
の
普
及
・
啓
発
を

図
っ
て
お
り
︑現
在
︑
美
浜
区
自
主

防
災
会
と
謝
苅
区
自
主
防
災
会
に

お
い
て
策
定
を
進
め
て
い
る
︒

問 

防
災
士
資
格
取
得
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
後
の
育
成
に
つ
い
て
助
成

対
象
を
拡
大
で
き
な
い
か

答 

県
内
に
お
け
る
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
等
の
開
催
状
況
等
を
調

査
研
究
し
な
が
ら
検
討
︒

　農
業
支
援
に
つ
い
て

問 

農
業
を
生
業
と
す
る
土
地
・
人

材
は
皆
無
だ
が
、
近
隣
で
農
地
を

借
り
て
農
業
を
行
う
方
々
が
い
る
。

本
町
の
状
況
と
対
応
、
所
見
は

答 

近
隣
市
町
村
で
農
業
を
行
っ
て

い
る
方
々
に
つ
い
て
は
本
町
と
し
て

接
点
が
少
な
く
︑現
状
は
把
握
で
き

て
い
な
い
︒

問 
農
業
に
関
す
る
補
助
金
の
適
用

範
囲
と
条
件
変
更
等
の
可
能
性
は

答 

北
谷
町
農
林
水
産
業
及
び
産
業

団
体
振
興
育
成
補
助
金
制
度
は
︑町

内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
町
内
に

１
５
０
坪
以
上
の
農
耕
面
積
を
有
す

る
団
体
及
び
個
人
が
︑ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
︑
電
照
設
備
等
の
農
器
具
購
入

及
び
農
業
用
施
設
を
設
置
し
た
場

合
︑そ
の
経
費
に
対
し
て
２
分
の
１

以
内
の
補
助
金
交
付
を
行
っ
て
い

る
︒
補
助
金
適
用
範
囲
と
条
件
変
更

等
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
︑効
果
等

を
検
証
し
︑必
要
に
応
じ
て
見
直
し

て
い
く
べ
き
で
あ
り
︑調
査
研
究
し

て
い
く
︒

ほ
か
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
オ
ス
プ
レ
イ
墜
落
事
故
に
つ
い
て

・
Ｐａｒ
ｋ
│
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
つ
い
て

血中濃度検査について国へ再度要請する必
要がないか

学校現場の状況改善を！

企業相談もグッジョブ相談ステーションへ

寄り添い支援で社会参加へ

高安 克成 議員
た か や す 　か つ な り

奥平 紋子 議員
お く ひ ら 　 あ や こ

企業の持続的賃上げ所得向上に対し
どのようにサポートしていくか伺う

大谷翔平選手のグローブ寄贈について、
本町で追加購入して各学校に提供できないか

購入する予定はない

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

業務改善助成金活用の案内
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一
般
質
問

一
般
質
問

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

問 

町
民
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、

情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
、
自
治

事
務
な
ら
、
必
要
な
調
査
等
に
か

か
る
財
政
需
要
は
、
特
別
交
付
税

を
要
望
し
、
血
中
濃
度
検
査
の
実

施
が
可
能
で
は
な
い
か

答 

自
治
事
務
と
し
て
財
政
を
求
め

て
い
け
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
︑

現
状
と
し
て
国
が
今
進
め
て
い
る
段

階
に
あ
る
︒

保
育
所
・
幼
稚
園
を
問
う

問 

児
童
の
受
け
入
れ
枠
の
確
保
と
、

子
ど
も
１
人
ひ
と
り
に
適
し
た
保

育
の
提
供
の
た
め
の
取
組
は

答 

認
可
保
育
所
で
は
︑国
の
保
育

士
の
配
置
基
準
に
基
づ
き
︑
保
育
士

の
数
と
部
屋
の
面
積
を
鑑
み
て
児
童

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
︒
親
の

同
意
に
も
よ
る
が
︑
特
別
支
援
保
育

を
要
す
る
児
童
に
は
︑児
童
１
人
ま

た
は
児
童
２
~
３
人
に
つ
き
加
配
保

育
士
１
人
配
置
と
︑
支
援
度
に
応
じ

て
配
置
し
て
い
る
︒
国
の
配
置
基
準

の
見
直
し
の
動
き
も
あ
り
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
︑さ
ま
ざ
ま
な
保
育
施

策
に
取
り
組
む
︒

問 

年
度
途
中
で
特
別
支
援
が
必
要

と
分
か
っ
た
場
合
の
対
応
は

答 

保
育
所
に
配
置
さ
れ
た
フ
リ
ー

の
保
育
士
や
保
育
補
助
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
で
保
育
を
実
施
︒

問 

保
育
士
の
業
務
負
担
が
増
し
、

質
の
高
い
適
切
な
保
育
を
保
つ
こ

と
が
難
し
く
な
ら
な
い
か

答 

育
ち
の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
心
理
士

を
配
置
︒
認
可
保
育
所
及
び
認
可
外

の
保
育
施
設
に
入
所
す
る
児
童
の
発

達
を
確
認
す
る
た
め
に
︑
保
育
所
を

巡
回
し
て
い
る
︒
保
護
者
や
保
育
士

に
対
し
︑
指
導
助
言
を
行
っ
て
発
達

診
断
に
繋
げ
る
取
組
を
行
っ
て
い

る
︒

問 

検
査
後
に
特
別
支
援
が
必
要
な

園
児
で
あ
る
と
分
か
っ
た
場
合
、
新

た
に
必
要
と
な
る
保
育
士
を
ど
う

確
保
す
る
の
か

答 

予
算
措
置
を
し
て
保
育
士
や
補

助
員
の
募
集
を
か
け
て
い
く
︒

問 

４
歳
児
か
ら
５
歳
児
に
な
る
時
、

保
育
に
か
か
る
要
件
と
い
う
も
の

は
変
わ
る
か

答 

０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
全
て

の
児
童
に
お
い
て
︑
保
護
者
の
就
労

ま
た
疾
病
︑
産
休
な
ど
︑
保
育
に
欠

け
る
条
件
が
前
提
と
な
る
︒

問 

小
学
校
生
活
へ
の
移
行
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
整
備
は

答 

小
学
校
に
上
が
る
準
備
は
保
育

所
の
中
で
も
整
え
ら
れ
る
も
の
と
考

え
る
︒

学
校
教
育
に
つ
い
て
伺
う

問 

町
立
小
学
校
の
い
じ
め
の
報
告

件
数
と
重
大
事
態
に
陥
っ
た
件
数

は答 

令
和
５
年
10
月
現
在
︑小
学
校

の
い
じ
め
認
知
件
数
は
１
２
８
件
︒

重
大
事
案
に
至
っ
た
事
案
は
報
告
さ

れ
て
い
な
い
︒

問 

保
護
者
か
ら
の
声
を
受
け
止
め

る
最
初
の
窓
口
は

答 

基
本
的
に
は
学
校
が
窓
口
︒
教

育
委
員
会
で
も
受
け
て
い
る
︒

問 

過
去
５
年
間
の
小
・
中
学
校
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
の
推
移
は
。

ま
た
、
中
学
校
の
不
登
校
生
徒
の
高

校
へ
の
進
学
率
は

答 

小
学
校
は
︑
平
成
30
年
度
30
人
︑

令
和
元
年
度
26
人
︑
令
和
２
年
度

30
人
︑
令
和
３
年
度
27
人
︑
令
和
４

年
度
56
人
︒
中
学
校
は
︑
平
成
30
年

度
49
人
︑
令
和
元
年
度
47
人
︑
令
和

２
年
度
49
人
︑
令
和
３
年
度
51
人
︑

令
和
４
年
度
99
人
︒
不
登
校
生
徒
の

進
学
率
は
︑
令
和
２
年
度
75
％
︑
令

和
３
年
度
90
％
︑
令
和
４
年
度
約

81
％
︒

子
育
て
支
援
を
問
う

問 

転
出
入
者
数
と
出
生
数
の
過
去

５
年
間
実
績
、
減
少
の
理
由
は

答 要
因
と
し
て
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の

女
性
人
口
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
︒

問 

高
齢
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯
、

三
世
代
同
居
の
世
帯
、
単
独
世
帯

な
ど
の
世
帯
数
を
把
握
し
て
い
る

か答 

令
和
２
年
10
月
１
日
時
点
で
︑

65
歳
以
上
の
世
帯
３
千
５
２
２
︑子

育
て
世
帯
４
千
１
３
０
︑三
世
代
世

帯
４
４
６
︑
単
独
世
帯
３
千
９
２
︒

問 

北
谷
町
母
子
健
康
保
健
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
の
よ
う
な
支

援
が
さ
れ
て
い
る
か

答 

妊
娠
届
出
等
の
機
会
に
得
た
情

報
を
も
と
に
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
︑必
要
な
情

報
提
供
や
保
健
指
導
を
行
い
︑
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
象
者
の
実

情
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
提
供
︒

問 

令
和
２
年
度
か
ら
の
実
績
は

答 

妊
娠
届
出
時
の
保
健
師
に
よ
る

面
談
及
び
支
援
プ
ラ
ン
作
成
は
︑
令

和
２
年
度
２
９
６
件
︑
令
和
３
年
度

２
９
２
件
︑令
和
４
年
度
２
３
９
件
︑

令
和
５
年
度
10
月
未
ま
で
は
１
８
０

件
︒
出
生
後
は
全
戸
訪
問
事
業
や
窓

口
で
の
相
談
に
よ
り
︑
産
婦
と
乳
児

の
健
康
状
態
や
家
庭
に
お
け
る
子
育

て
状
況
の
把
握
及
び
相
談
・
助
言
を

行
っ
て
お
り
︑
令
和
２
年
度
２
８
９

件
︑
令
和
３
年
度
２
９
０
件
︑
令
和

４
年
度
２
７
０
件
︑
令
和
５
年
度
10

月
末
ま
で
は
１
１
４
件
︒
特
に
支
援

を
必
要
と
す
る
妊
産
婦
は
︑
関
係
機

関
と
連
携
し
て
継
続
的
に
支
援
︒

問 

妊
産
婦
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を

多
く
必
要
と
し
て
い
る
か
、
そ
の
対

策
な
ど
の
計
画
が
あ
る
か

答 

相
談
が
多
い
の
は
︑
育
児
に
関
す

る
不
安
や
負
担
︑心
身
の
不
調
な
ど
︒

対
策
は
︑
各
種
支
援
や
保
健
師
に
よ

る
地
区
保
健
活
動
を
継
続
的
に
実

施
す
る
中
で
︑町
民
の
ニ
ー
ズ
把
握

に
努
め
︑子
育
て
期
に
必
要
と
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
提
供
︒

問 

北
谷
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
、
子
育
て
支
援
の
長
期
的
計
画
等

は
考
え
て
い
る
か

答 

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
︑
出

産
・
子
育
て
に
か
か
る
伴
走
型
の
相

談
支
援
︑
保
育
体
制
確
保
の
た
め
の

各
種
保
育
士
確
保
事
業
︑フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
︑
養

育
支
援
訪
問
事
業
︑子
育
て
世
帯
訪

問
支
援
事
業
︑
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
な
ど
︑母
子
健
康
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
︑子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
︑
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
等
に
よ
っ
て
︑
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
を
整
備
︒ま
た
︑
今
年
度
か
ら
学

校
給
食
を
完
全
無
償
化
︑
家
庭
へ
の

働
き
か
け
と
し
て
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
︒

ほ
か
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
支
援

に
つ
い
て

どのような子育て支
援を行っているか

子育て世代に対する支援
の充実を！

社会動態 出生数

平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

－234人 334人

278人

293人

297人

270人

－166人

－100人

＋134人

＋24人

質の高い保育を！

全ての児童生徒が参加できる
教育環境を

仲栄真 惠美子 議員
　な か え ま 　 　 　え み こ

仲宗根 由美 議員
な か そ ね 　 　 　ゆ み

国が公表した資料のＰＦＯＳ等による健康影響への
不安の声が上がっている地域に当てはまるか

当てはまると認識している

今後どのような世帯の増加を望み、
それが実現するための対策は

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

どのような世帯の増加を望んでいるかの目標設定はない
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令和 6 年３月定 例 会に傍 聴に行こう！

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ
北谷町議会事務局 ☎（０９８）９３６-３３８２　FAX（０９８）９３６-９７１２

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委 

員
　米
須 

清
一
郎

令和６年３月４日（月）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び
補聴装置を御利用になれます。 インターネットで町議会を知ろう！

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。
手話通訳は、傍聴予定日の
７日前までに議会事務局へ
お申し込みください。
補聴装置は、傍聴受付の際
にお申し出ください。議場は
役場の４階です！

令和６年２月２日
第541回臨時会にて、議員と執行部が中日ドラゴンズの青色のチームウエアを着用して
出席しました。議会も一丸となって応援しています。
中日ドラゴンズは２月１日から町内のAgreスタジアムをメインに春季キャンプをスタート
しています。

検索北谷町議会
●

●

　
議
会
終
了
後
、委
員

会
を
開
き
、
広
報
誌
の

構
成
決
め
と
担
当
割
り

振
り
に
よ
っ
て
編
集
作

業
が
ス
タ
ー
ト
。原
稿

作
成
と
数
回
の
校
正
を

経
て
、「
議
会
だ
よ
り
」が
出
来

上
が
り
ま
す
。

　
広
報
委
員
を
担
う
こ
と
で
議

会
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
、学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
編
集
作
業
を
通
し
て
委

員
同
士
知
恵
を
出
し
合
い
、様
々

な
意
見
交
換
か
ら
刺
激
を
受
け

ま
す
。

　
議
会
広
報
の
大
切
さ
か
ら
、

議
員
活
動
・
議
会
活
動
の
掲
載

を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、町
民
の

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、も
っ
と

町
民
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る

方
法
を
議
会
全
体
で
話
し
合
い
、

今
後
に
活
か
せ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

仲地泰夫議長／中日ドラゴンズ
マスコットキャラクター ドアラ

こ
の
冊
子
は
、13000部

印
刷
し
、１
部
当
た
り
の

経
費
は
約
97円

で
す
。

〒
904-0192 沖

縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
桑
江
一
丁
目
１
番
１
号

TEL（
098）936-3382  FAX（

098）936-9712
HPア

ド
レ
ス
 https://w

w
w.chatan.jp/chogikai/

発
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集
／
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会
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会
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会
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会
社
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冬
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歓迎 中日ドラゴンズ！

チバリヨー 中日ド
ラゴンズ！町を挙げて応援し

ましょう！
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